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【注意事項】

● 問題数は 5 題である。

解答は問題ごとに別々の解答用紙に記入すること。
解答用紙は裏面も使用してよい。
解答用紙は未使用や書き損じも含め、すべて提出すること。

● 問題紙は表紙を入れて 3 枚である。問題紙は持ち帰ってよい。



解答は問題ごとに別々の解答用紙に記入すること．

1. 実数列 {an}∞n=1 が漸化式

an+1 = −1 + (n+ 1) an, n ≧ 1

を満たすとき，次の問いに答えよ．

(i) bn =
an
n!
とおいたとき，極限値 lim

n→∞
bn を a1 を用いて表せ．

(ii) {an} の収束・発散を判定し，収束する場合はその極限値も求めよ．

2. R2 上の関数

f(x, y) = (x2 − y2) e−(x2+y2), (x, y) ∈ R2

が極値をとる点 (a, b) をすべて求め，その点での値が極大か極小かを

判定せよ．

3. 次の定積分を留数の考え方を用いて計算せよ．ただし, i =
√
−1 である.

(i)

∫ 2π

0

ee
iθ

dθ

(ii)

∫ 2π

0

e2e
iθ−iθ dθ



4. 行列 A を

A =

 0 2 7

2 0 2

7 2 0


としたとき，次に答えよ．

(i) A の固有値を求めよ．

(ii) 不等式

tx (aE − A)x ≧ 0, x =

 x1

x2

x3

 ∈ R3

がすべての x ∈ R3 に対して成り立つような実数 a の範囲を求めよ.

ただし，E は単位行列, tx は x の転置である．

(iii) a が (ii) で求めた範囲にあるとき，

tx (aE − A)x = 0

が成立する xをすべて求めよ．

5. n 次の正方行列
1 + x 1 0
1 1 + x 1

. . . . . . . . .

1 1 + x 1

0 1 1 + x


の行列式を fn(x) としたとき，次に答えよ.

(i) n ≧ 3 のとき，fn(x) を fn−1(x) と fn−2(x) を用いて表せ．

(ii) fn(1) を n を用いて表せ．

(iii) x > 1 ならば，fn(x) > n+ 1 であることを示せ．


